
古 フランス語音韻試論

― 「ヴェル ジ城主の奥方」研究－

  篠 木 平 治

Essai de la  Phonetique Historique de  l'Ancien  Francais 
 —Etude Linguistique de "La Chastelaine de  Vergi "-

                       Heiji Shinogui 

 Resume 

  La  duree vocalique du latin classique  etait  independante de la structure syllabique, 
comme aussi de  l'accent. En latin imperial,  l'accent  d'intensite  l'emporte sur  l'accent de 
hauteur et allonge les voyelles toniques, surtout les  breves, tandis que les toniques  entr-
avees s'abregent. En consequence, l'opposition de  duree est  neutralisee. De plus, pour des 
raisons physiologiques, les voyelles  breves sont relativememt plus ouvertes et les longues 
relativement plus  fermees. Cette difference se  developpe en latin populaire et  enfin le sen-
timent de la  duree vocalique commence  a  s'obliterer. L'opposition de  duree est  remplacee 
par l'opposition de timbre. La  quantite  etymologique est devenue essentiellement  phoneti-
que. C'est ce qu'on appelle le bouleversement quantitatif. 

 L'influence de  l'accent dynamique et la difference de  la structure syllabique continuent 
 a  etre decisive sur la transformation  francaise des mots latins. L'action du yod,  element 

palatal, joue aussi un  role important en amenant une combinaison ou en produisant souv-
ent une sorte  d'entrave, et la nasalisation, influence de consonnes nasales  s'exercant sur 
les voyelles, toniques ou non, constitue un des  caracteres de  l'evolution  phonetique franc-
aise. 
  Le texte est  ecrit en francien, dialecte de langue d'oil parle en Ile-de-France au Moyen 
Age, et qui est  a l'origine du  francais. Quant aux formes d'autres dialectes, on se conte-
nte ici de ne parler concernant  l'evolution des voyelles toniques que de celles qui se tro-
uvent dans le texte.

 古典ラテン語の母音の長さは音節構造やアクセン トの有無に無関係であった。帝政 ラテン語期に

高さアクセン トが次第に強さアクセン トに代わ り,開 音節の強母音,特 に短母音が長音化 し,閉 音

節の強母音,特 に長母音が短音化すると,そ の結果,音 の持続時間の対立が失われ る。更に,最 も



広い母音aを 除いて,短 母音は相対的により開いた音であ り,長 母音は相対的により狭い音である

ことから,俗 語ではこの傾向が進み,つ いに母音の長短の意識が消え,音 量の対立は音色の対立へ

と移行する。語源的音量が本質的に音韻論的なものとなる。いわゆるラテン語の母音の音量の変換

である:

 1＞i,E,1＞ ｅ, E＞e, A＞a,0＞o,0, U＞o, U＞u.

 その後も,こ れらの母音の変容に決定的な影響を与えるのは,強 さアクセン トであ り,音 節構成

である。 口蓋音yodも 母音 との結合と母音に対する拘束性によって,フ ランス語の形成に重要な

役割 りを演 じ,鼻 子音はアクセン トの有無に関係なく母音に影響を及ぼし,鼻 音化はフランス語の

音韻変化の特性の一面を成す。

 テキス トはフランス語の起源 となった中世フランスのオイル語の方言,フ ランシアン語で書かれ

ている。強勢母二音の変化に関 して,テ キス トの語彙以外の他の方言については言及を避けた。



                       古 フ ラ ン ス 語 音 韻 試 論

 母 音Ⅱ  強 勢 母 音

 1.A（ 古 典 ラテ ン語 のaとa）

 a） 自由 母 音A

 開音 節 の強 勢 母 音aは,6世 紀 の末 か7世 紀 の 初 め に,二 重 母 音 化 してaeと な り,再 びeに 単

母 音化 す るが （1）,その 後,古 フ ラ ン ス語 期 にeに 狭 ま る（2）。

 Sap（i）unt （＊sapent） ＞ sevent 6（3）, tale＞ tel 49, ＊bellitate＞ beaute 157, contrata＞

contree 229, veritate＞verite 241, sanitatis＞santez 780, gratus＞grez 861.

  しか し,aqua＞eve 308の 場 合 は, eはeに 狭 ま る こ とが な か った （4）。

 -are動 詞 の 不 定 詞,過 去 分 詞-atu,-ata;直 接 法 現 在 或 い は 命 令 法 の 二 人 称 複 数-atis;定 過 去

の 三 人 称 複数-aruntの 語 尾 に この 音 韻 変 化 が み られ る。

 ＊Devisa（ve）runt＞deviserent 30, celata＞celee 41, amare＞amer 77, suspirare＞

souspirer 109, intratis＞entrez 173, computatu＞conte198, mostratis＞moustrez 579.

  Legale＞loial 2, naturale＞natura198な ど の 語 尾-aleのaはalと して 保 持 さ れ て い る 。

こ れ ら は ラ テ ン 語 に 依 る 学 者 語 で あ る 。

  Vaut（ ＜valet）196, chaut（ ＜calet）597のaの 保 持 は 各 々valoir（ ＜valere）, chalt（ ＜
F

（1）先 ず,aが 引 きの ば され,中 舌部 が前 方 に 出 て 高 め られ て分 割 され る。 そ の 後,二 重 母音aeは,そ の 第

 二 要 素eがaを 同 化 して,単 母 音 化 す る。 この 変 化 をBourciezは6世 紀 末, Foucheは7世 紀 初頭 と し

 て い る。Cf. E. et J. Bourciez, Phonetique francaise, Klincksieck,1967,§35, Historique;P. Fo-

 uche, Phonetique historique du francais, Volume Ⅱ,Les Voyelles, Klincksieck,2e ed.,1969, P.

 229.

（2） Cf. Francois de la Chaussee. Initiatｉon a Ia phonetique historique de l'ancien francais, Klincks-

 ieck,1974, p.106; Fouche. Phonet., p.261.

（3）三 人 称 複 数 のseventは,そ の 後,無 強 勢 の 語 幹 のaが そ の まま保 持 され た 一,二 人 称 複 数savons,

 savezと の ア ナ ロジ ーに よ ってsaventと な っ た 。

（4）Aquaの 閉 鎖 音kが 消 え,＊awa＞ ＊aewa＞ ＊aewa＞ewaと 変化 して後,eはwの 作 用 に よっ て保 持

 され る。 や が て,eとwの 間 にaが 生 じ,＊ewe＞ ＊eawe＞eauの 段階 で ア クセ ン トが 移 動 してeauと な

 った 。 そ の後,こ のeはe＞i＞yに 狭 ま り,俗 用 語 で は,＊eau＞ ＊eau＞ ＊iau＞yau＞yoへ と

 変 化 した が,学 者 語 で は,16世 紀 にeo＞oeoがoに 縮 合 され た。 近 代 語 で もeauと 綴 られ る。 Cf.

 Fouche, Phonet., P.264, Remarque Ⅱ, P.338; Andre Lanly, Fiches de philologie francaise,

 Bordas,1971, pp.152－4.



caldu） の 影 響 を うけ た もの と思 わ れ る（5）。

 更 に,ma1589はmale－ （＞mal－ ） の複 合 語 の 影 響 で あ る（6）。

 Quar 171は 接 続 詞 《car》 の意 味 でquareのaが 無 強 勢 母 音 に な った た め で あ る（7）。

 な お,定 過 去 の三 人 称 単 数 の 屈 折 語 尾-avitに 関 して は,本 稿8,二 重 母 音AU参 照 。

 b） 拘 束 母 音A

 閉 音 節 の強 勢 母 音aは 変 化 す る こ とな くそ の ま ま保 持 され る。

 Amasset＞amast 52, arbore＞arbre 389,＊targa＞targe 390,1assu＞1as 885.

 -are動 詞 の接 続 法 半過 去 の 一 人 称 単 数celaisse 623, amaisse 803な どで は,ラ テ ソ語 の 接 続

法 大 過 去celassem, amassemが 定 過 去 の 同 じ人 称 の 語 尾-aiと の ア ナ ロ ジ ーに よ って-aisseの

語 尾 とな った。

 c） A＋y（yod）

 強 勢 母 音aにyodが つ づ く と きは,二 重 母 音aiを 形 成 し, eiを 経 てeに 単 母 音 化 す る。 e或

い はaiと 綴 られ る（8）。

 Factu＞fet 28, facere＞fere 96, habeat＞ait 135, placet＞plest 204, laxat＞lesse

244,＊malifatius＞mauves 302,＊tragere＞trere 322,1acrima＞1erme 469（9）, tracta＞

traite 569, ＊tragit＞trait 853.

 こ のeは 絶 対 語 末 の場 合 は 古 フ ラ ン ス語 期 か らeに 狭 め られ る。 従 って,avoirの 直 接 法 現 在,

-er動 詞 の定 過 去 と全 て の未 来 形 の一 人 称 単 数 で はeで あ る。

 Sapio＞sai 74（10）, habeo＞ ＊ayo＞ai 114, pensavi＞penssai 194, dicere-habeo＞dirai

341,amare-habeo＞amerai 493.

 Cabalariu＞chevalier 19, vir（i）diariu＞vergier 30（11）な どに現 わ れ る接 尾 辞-ariu＞-ier

（5） Cf. Bourciez, Phonet., §36, Rem.

（6） Cf. Fouche, Phonet., p.174.

（7） Cf. Ibid., p.176.

（8）ai＞eiは11世 紀 末,単 母 音 化 は12世 紀 で あ る。 Cf. Bourciez. Phonet.,§38, Hist.

（9） 中 代 フ ラ ンス語 期 にr＋ 子 音 の 前 のeは,し ば しばaに 開 い たが,近 代 語1armeは この-ar-が 語 源 に

 基 くもの と誤解 され て 定 着 した 語 形 で あ る。Cf. Ibid.,§47, Rem. Ⅱ;Fouche, Phonet., p.349.

（10）Saiは 近 代語 では 一般 に 〔se〕 で あ る が,こ れ は, sapit＞set 115のaに 由 来 す るeが 発 音 され る語

 末 子 音 の 前 で 開 いたeに よ る影 響 か,或 い は,saiの 如 く頻 繁 に不 定 詞 の 前 で 後 接 的 に 用 い られ た 一 人称

 単 数fai（s） な ど の影 響 で あ る。 一 人 称 単 数fai（s） は 二 人 称 単 数fais＜facisに 依 って つ くられ た 語形

 （古 フ ラ ン ス語 で はfaz＜facio） だ が,二 人 称 単 数faisと 同 様 に,最 初か らeと 発音 され た 。 Cf.

 Ibid., p.259.

（11） Vergierの 語 尾iは,中 代 フ ラ ン ス語 期 に,後 に 述 べ るバ ル チ ュの法 則 に よ って 現 わ れ た 〔y〕 と混 同 さ

 れ て,iが 消失 し, vergerと な った 。 Cf. Bourciez, Phonet.,§41, Hist.



の 音 韻 変 化 は 特 別 で あ る。Foucheは,こ れ を ゲル マ ン語 の影 響 に よ る とす るA. Thomasの 理 論

に対 して,純 粋 な音 韻 変 化 と して説 明 して い る（12）。

 強 勢 母 音aに つ づ くyodが 別 の子 音 と結 合 してcy,1y, tyな ど の グ ル ー プを 成 す か,唇 音 の後

に あ って 子 音 化 す る と き は,aは 拘束 母 音 とな っ て そ の ま ま保 持 され る。

 Solacium＞solaz 296,＊aetaticu＞eage 336（13）, brac（h）iu＞braz 398, facia＞face 636,

sapiat＞sache 639（14）, ＊coraticu＞corage 692.

 な お,placeatは 古 フ ラ ン ス語 で はplaceの 語 形 で 現 わ れ るが, plaise 499は 直 接 法 現 在 の二 人

称 単 数places＞plaisと の アナ ロ ジ ーで あ る。

 d） Y十A

 強 勢 のaは,口 蓋 音yodに よっ て 口蓋 化 され た 子 音 〔ts（y）或 い はts（y） に 口蓋 化 され たkや

湿 音 化 され た1やn〕 の あ とに あ る とき は,eに 狭 め られ,二 重 母 音 化 してie〔ye〕 とな る（15）。

 Capu＞chief 142, caru＞chier 534,＊piy（e）tate＞pitie 612, me（d）i（e）tate＞moitie 761.

 実 詞 や 形 容 詞 の 他,動 詞 で は強 変 化 動 詞 の 語 幹 と不 定 詞,過 去 分 詞 の語 尾,直 接 法 の現 在 と半 過

去,命 令 法,接 続 法 現 在,条 件 法 の二 人 称 複 数 の 語 尾 に 現 わ れ,接 続 法,条 件法 で は 二 人 称 複 数 は

近 代 語 で も規 則 的 に-iezの 語 尾 とな る。

（12）接 尾 辞-ariuで は,先 ず, yodが 子 音rの 前 に転 移 して-ayryoと な り, aは 内 破 音yの 同 化作 用 と,

 同時 に外 破 音yの 遠 隔 同 化 作 用 に よ ってeに 狭 め られ,-eirioのeは そ れ につ づ くiの 影 響 を うけ て二 重 母

 音 化 し,-ieiryoと な る。 そ の 後,子 音 に つ づ く外 破 音 のyodが 消失 し,-ieiroへ と変 化 す る。 更 に,語

 末 の母 音 が 脱 落 し-ieirと な るが,間 もな く,内 破 音 グ ル ー プ-irは,第 一要 素 に ア クセ ン トを 持 つ グル ー

 プieの あ とに あ っ て, rに 単 純 化 され る:-ariu＞ ＊・airyo＞ ＊-eirio＞ ＊-ieiryo＞ ＊-ieiro＞ ＊-ieir＞

 -ier. Cf. Fouche, Phonet., P.413;Bourciez, Phonet.,§39; Lanly, Fiches, PP,48-9.

（13）接 尾 辞-aticuの 変 化 は 次 の如 く推 定 され る:-aticu＞ ＊-adigu＞ ＊-adiru＞ ＊-adiu＞ ＊・adyu（adyo） ＞

＊-adzyo＞-adzo＞-adze＞-a（d）ze＞-az（a）.先 ず,母 音 間 に あ る子 音 が 各 々有 声化 し, uの 前 にあ る

 軟 口蓋 子 音gは 狭 窄 音 〔γ〕に弱 ま った後,硬 口蓋 母 音iの あ とに あ っ て無 音 化 す る。5世 紀 頃 の こ とで あ る。

 そ の後,yは 音 の 勢 い を弱 め,前 の歯 音 に 同 化 され て,持 続 部 の 第一 部 で,そ の調 音 点 を この歯 音 の調 音 点

 に近 づ け る。 つ ま り,中 部 硬 口蓋 音 か ら前部 硬 口蓋 音 と な り,zyに 複 分 解 す る。 そ れ か ら,外 破 音 のyod

 が 消 え,8世 紀 頃,＊-adzeか ら13世 紀 に は-a（d）Z（e） とな り,-ageと 綴 られ る。 Cf. Fouche. Phonetique

 historique du francais, VolumeⅢ, Les Consonnes, Klincksieck,1966, P.935;Lanly, Fiches, PP.

 47-8.

（14）Sapiatの 場 合 も,同 様 に,先 行 す る唇 音 の 影 響 に よ って, yは 調 音 点 を 前 方 に 移 し,そ の 音 の 持 続 部 の 第

 一 部 の 間,中 部 硬 口蓋 音 か ら前部 硬 口蓋 音 とな る。これ は 先 行 す る唇音 の持 続 部 の第 二 部 に 一致 す る 。そ の結

 果,Pの わ た りか らsが 生 じ る:Sapiat＞ ＊sapyat＞ ＊sapsa（＊saptsa）＞ ＊sattsa＞ ＊satsa＞satse＞

 sa（t）se＞sas（e） ＞sas（e）. Cf. Fouche, Phonet., Vo1. Ⅲ pp.925-6.

（15） aは 口蓋 音 と の接 触 に よ って,そ の調 音 点 を 口蓋 音 に 近 づ け てeと な るが,こ れ は 自発 的 なaの 二 重母 音

 化 の時 期 よ り早 く,6世 紀 頃 の こ と と推定 され る。 そ の 後,eが 二 重 母 音 化 し,ie＞ieと 変 化 して か ら,ア

 クセ ン トがeに 移 動 して,iはyodと な る。 更 に,13世 紀 頃 に は こ のyodが 消 え てeと な る。 これ が い

 わ ゆ るバ ル チ ュの 法 則 で あ る。Cf. Bourciez. Phonet.,§41;Lanly, Fiches, p.45;Fouche, Phonet.,

 Vol, Ⅲ, p.907.



 Sapiatis＞sachiez 176,＊habereatis＞avriiez 223,＊molliatu＞moillie 311, cogitatis＞

cuidiez 318, ＊voleatis＞vueilliez 361, collocare＞couchier 517, laxatu＞1essie 730, sol-

aciare＞solacier 859, habebatis＞aviiez 892, cadit＞chiet 922.

 しか し,中 代 フ ラ ンス語 期 にch,g〔s, z〕 や 湿 音 化 され た1, nの あ とで は,こ のieはeに 統 合

され,近 代 語 で はchcf, cher, sachez, mouil1e, veuillez, coucherと な った が, laisseで は アナ

ロ ジ ーに よ っ てyが 消失 した 。

 e） Y＋A＋Y

 強 勢 のaにyが 先 行 し,更 にaの 後 にiが つ づ く場 合 は,こ の二 つ の 口蓋 音 に影 響 され て,中 央

のaはyai＞yei＞yei＞yiiと 次 第 に 狭 め られ,全 体 がiに 縮 合 され る:Jacet＞gist 838（16）。

但 し,gise 93はjaceat＞jace（17） が 直 接 法 現 在 の 三 人 称 複 数jacent＞gisentの 影 響 を うけ て

変 形 した もの と思 わ れ る。

 f） A＋ 鼻 子 音

 開 音 節 の 強 勢 母 音aは,n,mの 前 で は,す で に述 べ た 二 重 母 音 化aeの 段 階 で,第 二 要 素eが

鼻 子 音 に 同化 されiに 狭 ま り,鼻 音 化 してaiと な る。 更 に,第 一 要 素 のaも 鼻 音 化 し,iに 同 化

してeに 狭 め られ,単 母 音 化 す る:ai＞ai＞ei＞e（18） 。

 ＊Superana＞souveraine 79, villana＞vilaine 97, fame＞faim 408, septimana＞sem-

aine 454,＊primarana＞premeraine 687, remanet＞remaint 723, manu＞main 853（19）.

 そ の後,外 破 音 の 鼻 母 音 は,15世 紀 の 中頃 或 い は16世 紀 の初 頭 まで に,非 鼻 音 化 してeと な り,

鼻 子 音 は は っ き り発 音 され た が,一 方,内 破 音 の 鼻 母 音 は 保 持 され,鼻 子 音 は16世 紀 の 末 音 韻 上 消

失 す る。

 Cane＞chien 358で はa＋ 鼻 子 音 にyodが 先 行 して い る。 yodの 影 響 に よ っ てaがeに 狭 ま

り,二 重 母 音 化 し,ieは そ の 第 二 要 素 が 鼻 音 化 して-ienと な る。 そ の後,ア クセ ン トが 移 動 し,

鼻 母 音 がeに 開 い て 〔sye（n）〕 とな っ た。

 強 勢 母 音aが 鼻 子 音 ＋ 子 音 或 は 鼻 子 音 の 重 複 に よ って 拘 束 母 音 とな る と きは,aは10世 紀 の 末 頃

aに 鼻 音 化 す る。

（16） Cf. Jacet ＞ ＊dzyaidzet ＞ ＊dzyeits（e）t ＞ ＊dzyii（t）st ＞ dzist.

（17）Cf.本 稿1, c）A＋Y。 強勢 母 音aは グル ー プcyに よ って 拘 束母 音 とな る 。

（18）二 重 母 音aeは 第二 要 素 が 鼻 子 音 に 同 化 され 易 く, eが 鼻 子 音 の 調 音 点 の動 きを 先 取 りす る結 果, eがi

 に 変 わ った もの だが,eが 広 母 音aと 接 触 して い る こ とか ら,異 化 作 用 に よ ってeが 自 らiに 狭 ま っ た と推

 定 す る こ と もで き る。Cf. Fouche, Phonet., p.355.

 こ の二 重 母 音aiの 第 二 要 素iの 鼻 音 化 は10世 紀 か ら始 ま り,第 一 要 素aの 鼻 音 化 は10世 紀 末 と推 定 され て

 い る。aの 鼻 音 化 はiが 介在 す る ので,鼻 子 音 との 接 触 に よ る ので は な く,最 初 に 鼻 音 化 したiの 影 響 に

 よ る もの で あ る 。Cf. Ibid., p.364.

（19）Cf.Manu＞manu＞maen（o） ＞main＞mein＞me（i）n＞me（Lanly, Fiches, p.208）.



 Similante＞samblant 2（20）, quando＞quant 13, grande＞grant 17, tantu＞tant 21,

cam（e）ra＞chambre 37,＊iterante＞errant l i 1,＊ab-ante＞avant 174, an（i）ma＞ame

211（21）,annus＞anz 456.

 そ の 後,内 破 音 のnは,他 の非 鼻 音 化 しな い 鼻 母 音 に つ づ く鼻 子 音 と同様 に,中 代 フ ラ ンス語 期

に 脱 落 す る まで 保 持 され る。

 強 勢 母 音aがyodに よ って 湿 音 化 され たnに 先 行 し, nの 後 に母 音 が つ づ く場 合 は, aはa

に 鼻 音 化 して保 持 され る。nの 書 法 はgneで あ る。

 ＊Compania＞compaingne 298, remaneat＞remaingne 524.

 nが 語 末 とな るか,そ れ に 子 音 が つ づ く場 合 は,aは 二重 母 音化 と鼻 音 化 を 経 てai＞eiと な

る。 そ の後,eはiに 同 化 してeに 狭 ま り, eiはeに 単 母 音 化 す る（22）。

 Sanctus＞sains 417, plangit＞plaint 480.

 2. 開 音E（ 古 典 ラ テ ン語 のe）

 a） 自 由 母 音 の開 音E

 4世 紀 或 い は5世 紀 に 起 こ った ラ テ ン語 の 母 音 の音 量 の 変 換（1）に よ っ て,音 の長 さの対 立 が 失 わ

れ,音 色 の 対 立 が これ に と って 代 った 。 こ の結 果,開 音 のeは 強 勢 ア ク セ ン トのた め に音 の 持 続 時

間 を増 しeと な り,二 重 母 音 化 してyeと な る（2）。

 ＊Greve＞grief 141,＊ad-retro＞arriere 243, Iaetu＞lie 312, grevet＞griet 367, pede＞

（20）  この-are動 詞 の 現在 分 詞 の 語 尾-anteが 本 来 は-ente,-ienteな どの 語 尾 を 持 っ動 詞 に も用 い られ,す

 べ て の 動 詞 の 現 在 分 詞 は 同形 の 語 尾ant〔a〕 とな る。 Cf. Conven（i）ente,-ante＞couvenant 23, vivente,

 -ante＞vivant 331, aud（i）ente,-ante＞oiant 928.

（21）An（i）maで はnがmに 同 化 して消 え,先 行 す る母 音 が 長 音 とな り,軟 口蓋 音 化 す る。 そ の後,鼻 子 音 ＋

 eの 前 に あ る母 音aが 非 鼻 音 化 す る。 従 って,近 代 語ameのaは 後 母 音 で あ り, aの ア クサ ン ・シル コ ン

 フ レ ッ クスは 消 失 したnの 名 残 りで あ る。

（22）Foucheはai＞eiの 変 化 を12世 紀 前 半,ei＞eiを12世 紀 中 頃 と して い る 。 な お,こ のeは 中代 フ

 ラ ン ン語 期 に 再 びeに 開 い て 近 代 語 に至 る:Saint〔se〕, plaint〔ple〕. Cf. Phonet., pp.375-6.

（1） Cf. Fouche, Phonet., pp.214-5;De la Chaussee, Initiation a la phonet.,6.2.1.1;15.2.1.1.1;

 本 稿 冒頭 のResume.

（2） ラテ ン語 の母 音 の 音 量 の 変 換 に よ って,eが 長 くな り始 め る と,母 音 の持 続 時 間 の 最 後 の 部 分 に 現 わ れ る

 筋 肉 の 緊 張 の 弛 み か ら,先 ず,5世 紀 の 後 半,eがeeに 分 割 され る。 それ か ら,第 一 要 素 が 狭 め られ てee

 とな り,更 に,異 化 作 用 に よ って6世 紀 に はieと な る。 そ して,7世 紀 か ら8世 紀 の 問 に,第 二 要 素 が 開

 口度 の 前 進 同 化 に よ っ てieに 狭 ま り,12世 紀 に は ア クセ ン トが 移 動 し, iが 子音 化 してyeへ と変 化 す

 る。 そ の後,子 音 の 前 でyeのeは 俗 用語 で は13世 紀 に,学 者 語 で は,16世 紀 にeに 開 い た 。 Cf. Fouche,

 Phonet., p.223, pp.250-1;Bourciez, Phonet.,§46, Hist.



pie 373,quaerere＞quiere 857（3）, ＊enquerunt＞enquierent 958.

 Deu＞Dieu 61で は 〔dieu〕に 変 化 して か ら, eはuの 前 でoeに 唇 音 化 し,無 強 勢 のiがyod

とな る。 語 末 の 母音uはoeに 弱 音 化 して 消 失 す る。 〔dyoe〕 は 音 韻 変 化 の過 程 を と どめ てdieuと

綴 られ る。

 b） 拘 束 母 音 の 開音E

 ラテ ン語 の 拘 束 母 音e,つ ま り,閉 音 節 に あ る短 母 音 のeは 変 化 す る こ とな くそ の ま ま保 持 さ

れ る。

 Discopertu＞descouvert 10, terra＞terre 170,＊missi-servit＞messert 287, perdere＞

perdre 327, bella＞bele 635.

 Bellus＞biaus 43はbeausの 方 言 的 変 形 で あ る（4）。

 c） 開 音E＋Y

 強 勢 のeにyodが つ づ く と きは,両 者 が 結 合 してeiを 成 し, eがiの 影 響 を うけ て二 重 母 音

化 し,三 重 母 音ieiを 形 成 して後,中 間 音 のeが 二 つ のiに 同 化 してiと な る（5）。

＊Seior＞sire 60（6）
, precat＞Prie100,1ectu＞1it 433, desPecta＞despite662, mediu＞

mi 839（7）.

 しか し,melius＞mieus 307の 場 合 は,こ の三 重 母 音 の あ とに1が つ づ い てい る。 ieiのiは

（3）しか し,querre 169の 方 が一 般 的 な 語 形 で あ る 。 この場 合 は,先 ず,第 二 尾 音 節 の 無 強 勢 母 音eが 脱 落

 し,ae＞eが 拘束 母 音 とな って 二 重 母 音 化 を妨 げ た 。

（4）Bellusで は,語 末 の 母 音uが 消 失 し,二 重 子 音-11-が 単 子 音 化 す る。 そ して この1が 子 音 の前 で軟 口

 蓋 音 化 して 〔＊bets〕 とな るが, eと ｛の調 音 点 が 著 し く隔 って い るの で,そ の間 にわ た りのaが 生 じ,

 〔＊beats〕 とな る。 そ の 後,｛ の母 音 化 に よ って,一 般 に, beausの 語 形 が 現 わ れ る。 Biausは この-eauが

 -iauに 変 わ った 特 に 北東 部 の方 言 に属 す る語 形 で あ る。 Cf. Bourciez, Phonet.,§48, Hist., Rem. Ⅱ.

（5）二 重 子 音eiが ガ ロ ・ロマ ン期 に三 重 母 音ieiを 成 す に 至 る過 程 はFoucheに よれ ば 次 の 如 くで あ る。

 iと の 接 触 に よ ってeの 最 後 の 部 分 は 当然 狭 め られ る傾 向 に あ った が,言 語 は この 同 化 作 用 に 抵 抗 し,異

 化 作 用 に よ って最 後 の 部分 を開 き,eがeeに 分 割 され る。 そ の後,更 に 異 化 作 用 が進 み,今 度 は,第 一

 要 素 が 狭 ま り,eeiがieiと な った 。 Cf. Fouehe, Phonet., P.289.

（6）＊Seiorはseyyorと 発 音 され てい た が,内 破 音 のyodが 先 行 す るeと 結 合 してeiを 成 した。 こ の 内

 破 音 のyodは そ の あ とに外 破 音 のyodが つづ いて 音節 を狭 め,音 量 の 変換 の時 期 に 強 勢 母 音eの 長 音 化

 を 妨 げ た 。 従 って, eは5世 紀 末 の 自発 的二 重 母 音 化 を起 こ さな か った が,6世 紀 頃,iの 影 響 に よ る被

 制 約 的 二 重 母 音 化 を 経 て,iei＞iii＞iへ と 変 化 し た:＊Seior（ ＝ ＊seyyor） ＞ ＊seiyor＞ ＊sieiyor＞

 ＊sieiy（o）re＞ ＊siiire＞sire. Cf. Lanly, Fiches, p.324.

（7）Mediuのdyは,1世 紀 頃,閉 鎖 音 か ら摩 擦 音 に変 わ り,そ の 後, yyに 弱 音 化 してyに 縮 合 され る:

 ＊Mediu＞ ＊mey／yu＞ ＊mey／yo＞ ＊miey＞ ＊miei＞mi.



この1に 融 合 してieに 縮 約 され る（8）。

 ＊Misterieu＞mestier 717ではieiの あ とに 語 末 のrが つ づ く。 この 場 合 も,三 重 母 音 は最 後

の 要 素 を 失 っ てieと な る。

 Neptia（ ＜neptis） ＞niece 342で は,eに 二 つ の 子 音 が つ づ き,二 番 目の子 音 がyodと 結 合

してptyを 成 す 。eは 子 音 に 隔 て られ なが ら,こ のyodの 影 響 を うけ て 二 重 母 音 化 す る（9）。

 d） 開 音E＋ 鼻 子 音

 強 勢 の 自 由母 音eに 内破 音 或 い は外 破 音 のm,nが つ づ く とき も,自 発 的 に 二 重 母 音化 す るが,

10世 紀 の中 頃,ieの 段 階 で そ の第 二 要 素 が 鼻 音 化 してieと な り,そ の後,ア ク セ ン トが 移 動 し,

鼻 母 音 がeに 開 い てyeと な る。ienと 綴 られ る。

 Venit＞vient 5, bene＞bien 37, rem＞rien 38, subvenit＞sovient 212,＊cremit＞

crient 283,＊tenunt＞tienent 377, meum＞mien（s）773（10）.

 但 し,そ の後,鼻 子 音 が 外 破 音 で あ る場 合 は,鼻 母 音 は 中代 フ ラ ン ス語 期 に 再 び 口母 音 とな る:

〔tyene〕 〉 〔tyenn〕。

 強 勢 の “ が 鼻 子 音 ＋子 音 に よ って 拘 束 母 音 とな る と きは,eが 先 ずeに 狭 ま り,10世 紀 の末,

aの 鼻 音 化 よ りわ ず か に 遅 れ て,eに 鼻 音 化 し,11世 紀 の 後 半 に はe＞e＞aと 次 第 に広 い鼻

母 音 とな った。 書 法 上 はen（m）, an（m） で あ る。

 Gen（i）tu＞gent 1, tempus＞tens 129, pendere＞pendre 176,＞trem（u）1ant＞tra-

mblent 179, remem（o）rat＞remembre 180, tormentu＞torment 235, fidentia＞fiance

606.

 3.閉 音E（ 古 典 ラ テ ン語 のe,i）

 a） 自 由母 音 の 閉音E

 強 勢 の 自 由母 音eは,7世 紀 の 末,eiに 二 重 母 音 化 した 後,異 化 作 用 に よ っ てoiと な り,更

（8）Meliusはyodが1の 前 に 転 移 して 現 われ,＊mieilyosと な る。 iはに 隔 合 して 消 え ＊miel（y）osが

 mieulsと な る。 そ れ か ら,内 破 音1の 母 音 化 と ア クセ ン トの 移 動 に よ ってmyeutsに 変 わ る。 そ の後,

 yeuのeがoeに 唇 音 化 し, yoeuは12世 紀 前 半 にyoeと な り,近 代 語mieux〔myoe〕 に至 った:Mel-

 ius＞ ＊melyus＞ ＊mieilyos＞ ＊miel（y）os＞ ＊mieos＞ ＊miel（e）S＞ ＊miels＞ ＊mielts＞ 〔＊myests〕

 ＞ 〔＊myeuts〕 ＞ 〔＊myoeuts〕 ＞ 〔＊myoyes〕 ＞ 〔myoe〕. Cf. Fouche, Phonet., Vol.Ⅲ,p.916;Lanly,

 Fiches, pp.219-220.

（9）Foucheは,＊neptsya＞ ＊ngttsyaの 段 階 で,四 つ の 子 音 の 最 初 の 内破 音 要 素 は,持 続 時 間 が 最 も短 縮

 され るの で,こ れ を補 うた め に,そ の 前 の母 音 は短 音 （e） な が ら,二 重 母 音 化 を 起 こす の に 充 分 な 長 さを

 持 つ こ とが で きた と推 定 してい る。Cf. Phonet., p.236.

（10） 強 勢 形 の所 有形 容 詞 一 人 称 男 性 単 数 の 名 格miensは,そ の 対格meum＞mienか らつ くられ た 語 形 で

 あ る。 語 末 の 母 音uは,そ のあ とに 内 破 音 のmが つ づ い て,uに 子音 化 せ ず,前 のeと 母 音 接 続 を 保 持 し

 て,eの 二 重母 音 化 を 妨 げ た 。 そ の た め に,uはoに 開 い てmeonと な り, e／oの 各 々 の音 節 の境 界 を

 明 瞭 に 保 つ た め に,eの 発音 が 誇張 され て, eが 次 第 にiに 変 わ った。 そ の後, ieは ア クセ ン トを 移 してie

 とな り,語 末 のnと 接 触 して,ye＞Yeへ と変 化 した もの と推定 され る。 Cf. Ibid., pp.318,342-3.



に,同 化 作 用 と ア ク セ ン トの 移 動 に よ っ て13世 紀 に は 〔We〕 に 至 る（1）。

Fide＞foi 68, me＞moi 84,（2）, habere＞ ・voir90,＊siat＞soit 184, credere＞croire

244,via＞vOie384, me（n）se＞mois455, tres＞trois456,seru＞soir560・Poterec（3） ＞

pooir 784, iter＞ oirre 915.

こ の 〔e〕 は 半 過 去 と 条 件 法 の 単 数 （及 び 三 人 称 複 数 ） に 規 則 的 に 現 わ れ る（4）。

 Habeat＞avoit 23,＊viderebat＞verroit 35,＊sedreat＞serroit 65,＊poterebat＞porroit

69, cogitebat＞cuidoit 213, solebat＞soloit 297, audiebat＞ooit 442, ＊saperebat＞sav-

roit 444,＊venirebat＞vendroit 458,＊morirebam＞morroie 501, amebam＞amoie 739,

credebam＞creoie 792.

 動 詞 の 二 人 称 複 数 の 語 尾 に 関 し て は,videtis, voletis, tenetis, potetisな ど の 直 接 法 現 在 は,

-are動 詞 の 語 尾-atis＞ezと の ア ナ ロ ジ ー に よ っ て,各 々veez 71, volez 218, tenez 534, poez

756と な っ た 。

 Habuissetis,＊fu（i）ssetis, sapuissetis, debuissetisな ど は そ の 語 尾-eiz＞-oizが-iezに 置 き

換 え ら れ,直 接 法 現 在 は 各 々eussiez 64, fussiez 161, seussiez 602, deussiez 767の 語 形 を 成

し た 。

（1）自由母音eは,先 ず,中 舌が 前方 に出て押 し上げ られ,そ の最後 の部分の音がiに 狭 め られてeiに 二重

 母音化する。その後eiは, eがiに 狭 め られ る危険 に脅かされ て, oeiに 異化 し,12世 紀 中頃,も う一

 度,強 い異化作用に よっoiに 移行す る。更に,12世 紀末か ら13世 紀の初め頃に,こ の二重母 音oiは,第

 二要素が第一要素の音 の開 きに 同化 して,oeと な る。それか らoeはoよ り可聴 度の高 いeに ア クセン ト

 を移 し,oeか ら 〔we〕へ と変わ り, eが 〔W〕 の影響 を うけてeに 開 き,〔we〕 に至 った。 しか し,書 法

 上は相変 らずoiで ある。

 この 〔we〕は,学 者語 としては,16世 紀 に至 るまで,3世 紀 以上 の間堅持 され るが,俗 語では,す でに13世

紀か ら 〔w〕の影響に よってeは 更 にaに まで開 き,〔wa〕 と発音 され るよ うにな った。 しか し,パ リ市民や

宮庭に まで広が った この新 しい発音に16世 紀の多 くの文法学者 が反 論を唱え た。古典時 代に もこの事情 は変わ

らず,〔wa〕 は卑俗な発音 とみな され ていた。18世 紀 の初 めに至 って,〔wa〕 は漸 くフランスの文 法家の間で

市 民権 を獲得す るが,彼 らが この発音を認める語は極めて限 られていた。パ リの俗 間に始 ま った この発音が フ

ランス語の正式な発音 として取 り入れ られ るのは,実 に革 命後の こ と で あ る。Cf. Fouche, Phonet., pp.

270-2.

（2）三人称se＞soiも 現われ るが, me＞me 91, se＞se 189な どは,前 置詞de＞de 210と 同様に,

 後接的用法に よるものであ り,関 係代名詞 も強勢の ＊queはqoi 252 に,無 強 勢の ＊queはque 297と

 なった。Cf. Ibid., p.171.

（3）すでに,ラ テン語期に語尾-ereを-ereに 代えた不定 詞があ る:Sapere＞ ＊sapere＞savoir 213 ,

 cadere＞ ＊cadere＞cheoir 730.更に,-ereが-ireに 代 った例 もある:Gaudere＞ ＊gaudire＞joir

 181.

（4）二重母音eiに 由来す る 〔we〕のすべてが現在 〔wa〕 と発音 され ているのではない。〔we〕＞ 〔wa〕への

 変 化 とは 別 に,1300年 頃,パ リ市 民 の 間 に 〔we〕 を 〔e〕 に縮 約 して発 音 す る 傾 向 が あ っ た。 しか し,〔we〕

 で は な く,〔e〕 が あ る種 の語 に規 則 的 に 現 わ れ るの は16世 紀 で あ り,半 過 去 と条 件 法 の語 尾 と,い くつ か

 の 国民 の名 や,raide（ 本 稿3, c） 閉音E＋yod参 照 ） な ど一 連 の語 に〔e〕 を 採 用 し, oiの 代 りにaiと

 書 くこ とが ア カデ ミーに よ って 認 め られ るの は,1835年 の こ と で あ る。Cf. Fouche, Phonet., p.273;

 Bourciez,Phonet.,§54, Hist.;Lanly, Fiches, P.39.



 しか し,接 続 法 現 在 で は ＊gwardetis＞gardoiz 139に-oizの 語 尾 が 現 われ る。 これ は 東 部 方

言 に 属 す る語 形 で あ り,正 しい 音 韻 変 化 を 示 す が,こ の語 尾 も,や が て,-ezを 経 て-iezに 換 え ら

れ る こ とに な る（5）。

 未 来 形dicere-（hab）etisで も,-eiz＞-oizが-ezに 置 き換 え られ, direz 220な ど の語 形 が広

く一 般 化 す る の は13世 紀 か らの こ とで あ る（6）。

 b） 拘 束 母 音 の 閉 音E

 強 勢 の閉 音eは,拘 束 母 音 であ る と きは,eの ま ま保 持 され て 後,12世 紀 中 頃, eに 開 く。

 Mittit＞met 384, illa＞ele 902, promissa＞promesse 918.

 Chienet 880の 指 小 辞-etは-ittuに, pucelete 727の-eteは-ittaに 由 来 す る。

 強 勢 の拘 束 母 音eに 語 末 のiが つ づ くと き は,eは 遠 隔 同 化 に よ っ てiに 変 わ った 。

 ＊Ill1＞i11i＞il 6, ＊vinti＞ ＊vinti＞vint 457, ＊ecce-illi＞ici1462, ＊ecce-isti＞ cist

785, nec-ipsi＞ neis 908.

 Dixlstis＞ ＊dexistis＞deistes 202で は,二 人 称 単 数 の屈 折 語 尾 ・istiの 短 母 音iが,語 末 の

長 母 音iの 同 化 作 用 に よ っ て,iに 狭 ま り,＊-istiと な った こ とか ら,語 末 に 長 母 音iが な い 二 人

称 複 数 で も,-istisが ＊-istisと な った 。

 ＊Tenit＞ ＊tinit＞tint 103, fecit＞ficit＞fist 239, pre（n）sit＞prisit＞prist 239な ど

定 過 去 の 語 幹 は 一様 にeで あ った が,一 人 称 単 数 ＊tent＞ ＊tini, feci＞ ＊fici, pre（n）si＞ ＊prisi

の 母 音 変 異 との ア ナ ロ ジ ー に よ ってiに 変 わ った 。

 定 過 去 の 影 響 を うけ て,接 続 法 半過 去 の形 成 に 於 て も,ラ テ ン語 の接 続 法 大 過 去 の 屈 折 語 尾 にi

が 保 持 され た （7）。

 Venisset＞venist 36, fecisset＞feist 53, dixissem＞deisse 207,＊tenissem＞tenisse

247,perdissem＞perdisse 778, volsisset＞vousist 950.

 Sapuisset＞seust 24, habuisset＞eust 50, potuisset＞peust 51で は, iは 初 め は ラ テ ン

（5） 直接 法現 在 の一 人 称 複 数 ＊gwardemus＞ ＊gardeinsがgardonsに 変 わ った こ と （本 稿3, e） 閉 音E＋

 鼻 子 音 参 照 ） に よ っ て,直 接 法 現在 と接 続 法 現在 の 一,三 人 称 複 数が 各 々同 形 とな った の で,二 人 称 複 数 で

 も,＊gwardatis＞gardezに 依 って,＊gwardetisはgardeiz（ 西 部方 言）, gardoiz（ 東 部 方 言 ） 以 外

 で は,gardezと な り,-are動 詞 の 大部 分 の直 接 法 と接 続 法 の 現 在 は 複 数 形 が 同 じ語 形 とな った。 しか し,

 changierの 如 く,cambiemus＞ ＊changinsが 直 接 法 現 在chanjonsと 異 な る場 合 も,接 続 法 現 在 の 二 人

 称  cambietis＞ ＊changiz（ 本稿3, d）Y＋ 閉 音E参 照 ） は 直接 法 現在 の 同 じ人 称 の語 形cambiatis＞

 changiezに 変 わ っ た 。 このchangiezと の アナ ロ ジ ー に よ って,＊gwardetisも,そ の 語 尾が ・iezに 置 き

 換 え られ た 。Cf. Fouche, Le verbe francais, Klincksieck,1967, pp.203-4.

（6） Cf. Ibid., pp.411-2.

（7）Cf.拙 論 「古 フ ラン ス 語 音韻 試 論」 母 音 Ｉ,B.無 強 勢母 音 の 保持,注 （39）,（40）,群 馬 県 立 女 子 大 学 紀

 要,第3号,1983.



語 の音 色 を 保 った が,そ の 後,先 行す るwの 作 用 に よ っ て 〔u〕に 唇 音 化 した （8）。

 強 勢 のeが1＋ 子 音 に よ って 拘 束 母 音 とな る とき は,フ ラ ン シア ン語 で は,子 音 の 前 の1がuに 母

音 化 す る と,こ の唇 音 の影 響 を うけ て,eはoeに 移 り, oeuと な ってか ら,第 一 要 素oeがuを

同 化 して,12世 紀 の末 頃,oeに 至 る。 euと 綴 ら れ る:Ecce-illos＞ceus 118（923）, illos＞

eus 653（654,859）.

 但 し,illos＞aus 4（13,42,155） の 語 形 もあ る。 二 重 母 音euは ピ カル デ ィ方 言 で はuに 影 響

され てeがeに 開 き,ラ テ ン語 のeに 由 来 す るeuと 同 じ過 程 を た ど った 。 しか も,ピ カ ル デ

ィ,ヴ ァロ ソ,ロ ー レ ー ヌ,ブ ル ゴ ー ニ ュ,フ ラ ン シ ュ ・コ ンテ 地 方 の 一 部 な どで は,euは,更

に,auに 開 くこ とが あ り,シ ャ ンパー ニ ュ地 方 や 西 部 地 方,オ ル レア ネ や ニ ヴ ェル ネ の 方 言 で

は,eu＞auは 一 般 に 広 ま って い た ら しい （9）。 一 方,二 重 母 音euはtales＞telsの 如 く開 音 節

の 強 勢 母 音aに 由来 す るeと 子 音 の 前 の1の 母 音 化 に よ るuと の結 合 か らも生 じ る。 シヤ ンパ ー ニ

ュ地 方 と ピ カル デ ィ地 方 の一 部 で はeuに と ど ま る:Teus 882.し か し,一 般 に は, eはuの 作

用 でeeに 分 割 され,三 重 母 音eeuを 成 し,こ れ が ロマ ン語 の二 重 母 音euと 同 様 に, ieuに 変 わ

り （cf.deu＞dieu 61）, ieuを 経 て,〔yoeu〕 か らyoeに 至 った:（ Ｉ）tieus 774.

 c） 開音E＋Y

 強 勢 のeにyodが つ づ く と きは,両 者 が 結 合 してeiを 成 し,す で に 述 べ た 過 程 を経 て, oi＞

waへ と変 化 し,書 法 上 はoiと な る。

  Digita＞doie 78, d（i）recctu＞droit 98,＊otridio（ ＊㏄trico） ＞otroi 366, vice＞foiz

402, arbitriu＞arvoire 595, videat＞voie 843, rigida＞roide 868（10）。

 過 去 分 詞dit 14はdicereの 影 響 を うけ て変 化 した ＊dictu（ ＜dictum） に 由 来 す る。

 ＊Prode＋itia＞proesce 157, laetitia＞leece 780な どで は,語 尾-itiaが-iciaに 入 れ 替 わ

り,justitia＞justise 894で は-itiaが,お そ ら く女 性 形 の過 去 分 詞-itaに 影 響 され て,＊-itia

に 変 わ った もの と推 定 され る（11）。

 強 勢 のeの あ とに1と 結 合 す るyodが つづ くと きは,こ の1はlに 湿 音 化 す る。 eはyodに

拘 束 され て 二 重 母 音 化 せ ず,12世 紀 中頃,eに 開 く。

 Consiliu＞conseil 3（12）,＊meribilia＞merveille 82, auric（u）1a＞oreille 846.

（8）cf. Ibid.,B.注 （46）.な おFoucheは,こ の 場 合 に は,強 勢母 音iの 長 母 音 化 を 想 定 す る必 要 は な い と

 して い る （Phonet., p.400,2°,a） 。

（9）Cf. Ibid., p.304, Rem. Ｉ, Ⅱ.

（10） 本 稿3,a） 自 由母 音 の 閉音E,注 （4）。

（11） Cf. Bourciez, Phonet.,§58, Rem.Ⅲ.

（12） グ ル ー プ1yは,2世 紀 頃, yの 発 音 が1の 音 の 持 続 部 に 浸 入 して,1が 湿 音 とな り,こ のyodは,3

 世 紀 か ら5世 紀 頃 の 間 に,子 音1の 前 に 転 移 す る:-ly-＞-ly＞-yl（y）-.そ の 後,8世 紀 の 中 頃,こ の

 yは それ につ づ く湿 音lに 吸収 され,語 末 の母 音uが5世 紀 の 後半,oと な っ てか ら,7世 紀 の 末 に 消失 す

 る と,iは 語 末 子 音 とな って 保 持 され るが,18世 紀 の末 か ら19世 紀 の初 め 頃, yに 弱 音 化 す る。 語 末 の-il

 （le） はiの 書 法 で あ る:Consiliu＞ 〔＊konsilyu〕 ＞ 〔＊konseyl（y）o〕 ＞ 〔＊konseyL（y） 〕 ＞ 〔＊konsel-

 （y）〕 ＞ 〔konsel ＞ 〔konsel〕 ＞ 〔kosey〕・



 d）Y＋ 閉 音E

 強 勢 の 自 由母 音eは 先 行 す るyodと 結 合 し, eは7世 紀 にeiに 二 重 母 音 化 して, yeiを 成 す 。

そ の後,中 央 のeは,そ れ を 囲むyとiに 同化 され,yiiがiに 縮 合 され る。

 Page（n）se＞pais 7, mercede＞merci 61, jacere＞gesir 569.

 従 って,nocere, tacereもnuisir, taisirと な っ た が,12世 紀 か らfacere＞fere 96, tragere＞

trere 322な ど と の ア ナ ロ ジ ーに よ っ て,各 々nuire 69, tere 353が 現 わ れ た 。

 ＊Facebat＞fesoit 446, jacebat＞gisoit 728, dicebat＞disoit 786な どの語 尾 で は,他 の

動 詞 の 半過 去 と語 形 を 同 じ くす るた め に,硬 口蓋 音 の 影 響 を逃 れ た 。

 e） 閉音E＋ 鼻 子 音

 強勢 の 自 由母 音eに 内破 音 或 い は 外 破 音 のm,nが つ づ く とき も,他 の 子 音 が つ づ く場 合 と同

様 に,自 発 的 に 二 重 母 音 化 す る。10世 紀 の 中 頃,eiの 段 階 で,先 ず,第 二要 素 が鼻 音 化 しeiと

な り,ai＞aiと ほ とん ど同 じ時 期 に,第 一 要 素 も鼻 音 化 し,eiと な る。 次 に,二 重 鼻 母 音ei

は,そ の第 二 要 素 を失 ってeと な る。 書法 上 はaiで あ る。

 ＊Pena＞paine 80（13）, minus＞mains 162（14）, minat＞maine 453（15）.

 このeは 中 代 フ ラ ン ス語 期 にeに 開 か れ,フ ラ ン ス語 に於 て,鼻 子 音 が 内 破 音 で あ る と き （鼻

子 音 が 絶 対 語 末 とな る か,或 い は,そ れ にsが つ づ く場 合） は,鼻 子 音 は 消 失 す るが,鼻 子 音 が 外

破 音 で あ る と き （m,n＋eの 場 合 ）は,鼻 母 音 は 非 鼻 音 化 し,鼻 子 音 は は っ き り発 音 され つ づ け る。

従 って,近 代 語 で は 〔pen〕,〔men〕 で あ る。

 Habemusの 如 き一 人 称 複 数 の語 尾-emusは ア ナ ロ ジ ーに よ って-umus（ ＞-ons） に 置 き換

え られ た:Avon 137.

 強 勢 のeが 鼻 子 音 ＋ 子 音 に よっ て拘 束 母 音 で あ る と きは,eは10世 紀 の 末, eに 鼻音 化 し,11

世 紀 に はeか ら,更 にaに 開 く。en（em）, am（an） と綴 られ る。

 Subinde＞souvent 15, sim（u）lat＞samble 141, fem（i）na＞fame 152, prendere＞

prendre 175, insimul＞ensamble 434.

 しか し,フ ラ ン ス語 に於 て 鼻 子 音 が 外 破 音 で あ る とき は,16世 紀 に 鼻 母 音 が 再 び 口母 音 に 戻 り,

鼻 子 音 が 保 持 され る。 従 って,fem（i）naは,二 重 鼻 子 音 の 単 純 化 に よっ て, aがaに 非 鼻 母 化 し,

近 代 語 で は 〔fam〕 で あ るが,書 法 は二 重 鼻 子 音 の あ とを と どめ てfemmeで あ る。

 Samble, ensambleは,近 代 語 では,各 々semble, ensembleだ が,＊de-deintus＞dedenz 433

（13）  近 代 語 のpeineは ＊penaに 依 る学 者 語 で あ る。

（14）Bourciezは,ロ レー ヌ地 方,ブ ル ゴー ニ ュ地 方 な ど,東 部 の方 言で は,鼻 音 化 が 遅れ,鼻 子 音 の 前 でei

 か らoiへ の 変 化 も起 こ り,唇 音 の 鼻 子 音mの あ と で,パ リではeinかweinか の迷 いが 生 じた と して,

 近 代 語moinsの 語 形 を 説 明 して い る。 Cf. Phonet.,§60, Rem.I.

（15）Maineは 中 代 フ ラ ンス語 期 にmenerに 依 っ てmene に 変 わ った 後,ア ナ ロジ ーに よ って近 代 語 で は

 meneと な った 。



は,近 代 語 で は,dedansと な り, sine＞sanz 434は,今 な お, sansと 綴 られ る 。

 強 勢 のeがyodに よ っ て 湿 音 化 さ れ たnの 前 に あ る と き は, eは10世 紀 の 末,eに 鼻 音 化 す

る 。ain（ein） が そ の 書 法 で あ る:Tingit＞taint 724, stringit＞estraint 835.

 4. I（ 古 典 ラ テ ン 語 のi）

 強 勢 のiは 自 由 母 音 で も 拘 束 母 音 で も 変 化 し な い 。

 Misit＞mist 59, visu＞vis 69, ira＞ire 178,＊wisa＞guise 199,＊traditor＞trahit-

re（s）201, desiderat＞desire 225, vita＞vie 453
,＊audistis＞ oistes 625, vivere＞vivre

817, occisu ＞ ocis 913, ＊ridere ＞ rire 940.

 不 定 詞 の 語 尾-ireは-irと な る。

 ＊Faillire＞faillir 16,＊gaudire＞joir 181,＊morire＞morir 326, exire＞issir 393,

venire＞venir 394, dormire＞dormir 434, audire＞oir 928.

 フ ラ ン ク 語hatjanの 語 尾-janは こ の-ireの 語 尾 を 採 用 し,＊hatire＞hair 152と な っ た 。

 過 去 分 詞-itu,-itaの 語 尾 は-i,-ieと な る:Partitu＞parti 269,＊fide-mentita＞foimentie

279.

 な お,cortoisie 299, maladie 516の 語 尾-ieは,ラ テ ン 語 の 語 尾-visが ギ リ シ ヤ 語 に 由 来 す る

-iaに 置 き 換 え ら れ た こ と に よ る（1）。

 二 人 称 複 数hatitisの 語 尾-itisは-are動 詞-atis＞-ezと の ア ナ ロ ジ ー に よ っ て-ezと な っ

た:Haez 125.

 関 係 代 名 詞quiと 接 続 詞siは 無 強 勢 な の で 各 々 ＊qui, siと な り,主 格 のque 204, se 71と

な る。 しか し,こ のseはs'ilの 頻 度 が 高 い た め に,中 代 フ ラ ンス 語 期 にsiが 復 活 す る。

 強 勢 のiにyodが つ づ い て もiは 変 化 しな い 。

 Sic＞si 3, dicere＞dire 131, mica＞mie 542, amicu＞ami 878.

 鼻 子 音 の前 のiは,拘 束 母 音 で も 自由 母 音 で も,13世 紀 の前 半 にiに 鼻 音 化 し,14世 紀 に はe

か ら更 にeへ と開 く。 書 法 はinで あ る。

 ＊Tinit＞tint 103,＊caminus＞chemin 377, vinti＞vint 457.

 5. 開音O（ 古 典 ラ テ ン語 のo）

 a） 自由母 音 の 開 音O

 強 勢 の 自由 母 音Oは,開 音eの 自発 的 な二 重 母 音 化 と同様 の 要 因 に よ っ て,二 重 母 音 化 し （本

(1) Cf. Bourciez,  Phonet., §68, Rem.  I  .



稿2,開 音E,注 （1）,（2）参 照 ）,12世 紀 に はoeに 至 り,eu, ue, oeと 綴 ら れ る （1）。

＊Discoperit＞descuevre5（2）
,opera＞uevreo（oevre665）,cor＞cuer50（3）,foru＞fuer

94（4）,＊Potet＞puet106,do1u＞duel114,dolus＞deus156,＊volet＞veut184,＊illoque＞

iluec375,movet＞muet387,＊soferit＞sueffre（5）,soror＞suer613,＊tropat＞trueve

857（6）,r6gat＞rueve856,＊sarc6fu＞sarqueu937（7）.

但 し,potuit＞pot145の 如 く,oに つ づ く音 韻 構 成 に よって,複 雑 な変 化 を 示 す 場 合 が あ

る（8）。

ラ テ ン語 のforisは,書 き言 葉 と して は,副 詞 で あ った の で,ア クセ ン トが 置 か れ た が,帝 政 末

期 に は 前 置 詞 と して用 い られ,無 強 勢 とな った:Fors42,hors170（9）

b） 拘束母音の開音O

強勢の拘束母音oは 変化することな く保持 される。

（1）開 音eの 自発 的 二 重 母 音 化 とほ とん ど並 行 して,5世 紀 の 後 半,oは,eの 場 合 と同様 に,持 続 部 の最

後 の部 分 が 開 き,oo分 割 され る。 そ の 後,第 一 要 素 が よ り開 い た も う一 つ の 母 音 と接 触 して い る こ とか ら,

異 化 作 用 に よっ てoか ら更 にuに まで 狭 め られoo＞uoと な る。6世 紀 に は,今 度 は,oがoに 狭 ま り

uoを 成 す 。 それ か ら,7世 紀 末 に 第 二 要 素oが も う一 度 異 化 作 用 に よ ってeに 変 わ り,ueと な る。 そ の

後,8世 紀 頃,uが 硬 口蓋 化 してueと な り,9世 紀 に はeがoeに 唇 音 化 して,uoeに 変 わ る。そ して,

12世 紀 に はア クセ ン トが 移 動 し,uoe＞woeか ら,wがoeに 同化 吸 収 され てoeに 至 る と推 定 され る。 更

に,こ のoeは,発 音 され る子 音 の 前 で は,13世 紀 か ら17世 紀 の 間 にoeに 開 く。 しか し,学 者語 と しては,

oeは,語 末 で も子 音 の前 で も,17世 紀 の 前 半 まで 閉 音 を保 持 した と思 わ れ る。Cf.Fouche,Phonet.,pp.

252-3.

（2）Discoperitの 如 くoに 唇 音 が つ づ く場 合 は,俗 ラ テ ン語 期 にoがoに 開 くこ とが あ った 。

（3）Uevre（oevre）,cuerは 近 代語 で は 各 々oeuvre,coeurで あ る。

（4）Fuerは 近 代 語 の表 現aufuretamesureに 於 てfurで あ る。Fuerが 後 接 語 で あ る ため に,次 の 語 の

母 音 に影 響 され てfurに 縮 約 され た 。Cf.Bourciez,Phonet.,§66,RemⅢ.

（5）＊Sufferitで はoに 唇 歯 音fが つ づ き,更 に,＊offeritと の ア ナ ロジ ー もあ って ＊sufferitがsofferitに

変 わ った 。

（6）Sueffre,trueveが 近 代 語 で 各 々souffre,trouveに な った の は,語 幹が 無 強 勢 の 語 形 （tropareな ど）

と の ア ナ ロジ ーに よ る。Cf.Bourciez,Phonet.,§66,Rem.Ⅲ.

（7）近 代 語cercuei1はsuei1（ 近 代 語seuil） ＜soliuと の アナ ロジ ー に よる。Cf.Ibid.,§66,Rem.ｌ.

（8）Potuitで は,先 ず,子 音 に つづ く次 末 音 節 の 無 強 勢 母 音uが 子 音 化 し,-tui＞ ＊-twi＞ ＊-dwiと な り,

この段 階 でoの 二 重 母 音 化 が 始 ま り,dwの グル ー プが 二 重 子音wwに 変 わ っ て ＊puowwetと な る。 次 に,

ア クセ ン トが移 動 し,puowwet（ ＝pwowwet） のu〔w〕 がoに 同化 吸 収 され,二 重 子 音 が 単 純 化 され て

powetと な る 。そ の 後,7世 紀 の 末,語 末 の母 音 が 脱 落 してpoutに 至 り,更 に,ouがoに 縮 合 され て

potに 至 る と推 定 され る:Potuit＞ ＊potwit＞ ＊podwit＞ ＊poowwet＞ ＊puowwet＞ ＊puowwet

（＝pwowwet） 〉 ＊powwet＞ ＊powet＞pow（e）t＞ 〔pout〕 ＞ 〔pot〕.

な お,近 代 語putは 二 人 称 単 数pous（peus） やfutと の ア ナ ロジ ーで あ る。Cf.Lanly,Fiches,PP.

275-6.

（9）Cf.Fouche,Phonet.,pp.175;Ibid.,Vo1.Ⅲ,p,551.



 Morte > mort 189,  tortu > tort 193,  forte > fort 269,  tostu > tost  399(10),  vostru > 
vostre  497(11).

 Jus 874は ＊deosum（ ＜deorsum） に さか の ぼ るが, jusの 〔u〕は意 味 上 対 立 す る 関 係 に あ

る ＊susum（ ＜sursum） の影 響 に よっ て 現 わ れ た（12）。

 c） 開 音O＋Y

 強 勢 のoの あ とにyodが つ づ くと き は,oが 二 重 母 音 化 し,uoi＞uoiと な り,中 央 のeが 消

失 してuiと な る。 そ の 後,8世 紀 頃, uが 硬 口蓋 音 化 し,12世 紀 に は ア ク セ ン トが よ り可 聴 度 の

高 いiに 移 っ て,〔ui〕 が 〔Wi〕 とな る。

 ＊lnodiu＞anui 57, nocte＞ nuit 144, ＊Posseo＞puis 258（13）, Posseat＞puisse 256, inod-

iet＞anuit 367.

 しか し,locu＞leu 71, jocu＞geu 269に 於 て は, cは 二 つ の 軟 口蓋 音 の 間 に あ って 消 失 し,

異 った 音 韻 変 化 を経 て 〔（y）oe〕に 至 る（14）。

 強 勢 のoに1＋yodが つ づ き,1が 湿 音 とな る と き も, oは 二 重 母 音 化 す る:＊Voleo＞vueil

363, doleo＞dueil 4150（15）

 Oc（u）1os＞ieus 308で はuelsと な って か ら,子 音 の前 の1が 母 音 化 し, ueus＞uoe（u）sか

らuがiに 変 わ り, ioes＞yoeと な った 。 近 代 語 の書 法 はyeuxで あ る（16）。

 d） 開音O＋ 鼻 子 音

 開 音 節 の 強勢 母音oも,鼻 子 音 に よ っ て二 重 母 音 化 を 阻 ま れ る こ とな く,ueの 段 階 で,第 二 要

（10） 近 代 語 で はsの 前 で （sが 消 失 す る と き も保 持 され る場 合 も）oはoに 変化 して い る。 近 代 語 のtotは

 〔to〕で あ る。

（11）Vostruは 名 詞 の 前 に用 い られ るか,独 立 して 用 い られ るか に よ って16世 紀 に異 っ よ語 形 が 確立 し, notre

 814で はoが 保 持 され るが,notreで はoと な る 。 Cf. Fouche, Phonet., p.428.

（12）Cf. Lanly, Fiches, p.193:＊Deosum＞ ＊dyosu＞ ＊dyusu＞ ＊dzyusu＞ ＊dzusu＞dzus（o） ＞

 〔dzus〕 ＞ 〔（d）zus〕.

（13） 中代 フ ラ ンス語 期 に,（je）puisは, potes＞peux,＊potet＞peutと の アナ ロジ ー に よ っ て, peuxの

語 形 に 置 き換 え られ,puisは 疑 問 形Puis-je..?に の み 用 い られ る こ とに な った 。

（14） こ の 〔k〕は,先 ず,gに 有 声 化 し,次 に,狭 窄音 とな り,そ の後,wに 唇 音 化 して,語 末 母 音 の消 失 後,

 内破 音 のuと して と どま る。 従 って,locu, jocuは 各 々 ＊luqu,＊dzuouと な り,＊1ueu,＊dzueuを 経 て,

 uの 硬 口蓋 音 化 とア クセ ン トの移 動,更 に,eの 唇音 化 に よっ て 〔＊lweu〕.〔 ＊dzweu〕 とな る。 そ れ か ら,

 Wはuに 対 して異 化作 用 を起 こ し,yに 変 わ り ＊lyoeu,＊dzyoeと な る。 dzyoeuで は,更 に, yが 先 行 す

 る 口蓋 音 に吹 収 され,語 末 の母 音 が 脱 落 して,各 々12世 紀 に は,一般 に,〔lyoe〕,〔zoe〕 に至 っ た と推 定 さ

 れ る 。 しか し,〔lweu〕 の場 合 にuの 異 化 作 用 が 被異 化 音wを 消 失 させ る まで 進 む と,〔1eu〕 とな っ て1eu

 の 語 形 が 生 じた。Cf. Fouche, phonet., p.335.

（15） グル ー プ1yは,先 ず,子 音1の 前 に先 入 音 と して 転 移 し,な お 元 の 位 置 に も と どま っ てylyと な る 。

 eとoの 自発 的二 重 母 音 化 以 前 の こ とで あ る。 しか し,外 破音 のyは,語 末 母 音 消失 の 後 に,そ れ に つ づ く

 母 音 の 前 で 無音 とな る。 一 方,内 破 音 のyは,yodの 作 用 に よ るeとoの 被 制約 的二 重 母 音 化 の 後 に 消失

 す る。Cf. Fouche, Phonet., Vo1.Ⅲ, pp.916*-7;本 稿3, c） 閉 音E＋y.

（16） Cf. Bourciez, Phonet.,§70, Rem. Ⅰ.



素eが 鼻 音 化 し,ue＞weと な る:Bonu＞buen 797（17）.

 oが 鼻 子 音 ＋子 音 に よ っ て 拘 束 母 音 とな る とき は,oは,先 ず,鼻 子 音 に よ ってoに 狭 め られ,

oに 鼻音 化 し,13世 紀 に はoに 開 く。 従 っ て,拘 束 母 音oの 鼻 音 化 は 後 に 述 べ る拘 束 母 音oの

鼻 音 化 と全 く同 じ結 果 とな る:Com（i）te＞conte 76,1ongu＞Ionc 129.

 な お,dominaは 母 音iが 脱 落 してdomnaと な った が,そ の後,頭 母 音o／aの 交 替 が あ り,

10世 紀 にmn＞mの 単 純 化 に よ って 〔dame〕 とな り,中 代 フ ラ ンス語 期 に 非 鼻 音 化 して 〔dam〕

とな る。

 6.閉 音O（ 古 典 ラ テ ン語 のoとu）

 a） 自 由母 音 の閉 音

 強 勢 の 自 由母 音 は,e＞eiの 二 重 母 音 化 と同 じ時 期 （7世 紀 の 末 ） にouと な り,第 一 要 素

oが 次 第 にoeに 異 化 し,12世 紀 末 に はoeuはoeに 縮 合 され る。 書 法 はeuで あ る（1）。

 Prodo＞preu 19, hora＞eure 24, duos＞deus 78, solu＞seu1155.

 こ のoeは 絶対 語 末 （或 い は 無 音eの 前 ） で は,今 日 まで 保 持 され て い るが,発 音 され る子 音 の

前 では,中 代 フ ラ ンス 語 期 にoeに 開 く:〔doe／ 〔soel〕.

 但 し,接 尾 辞-osu（-osa） で は, sの 前 でoeはoeに 開 くこ とが な か った 。 従 っ て, invi（di）-

osu＞envioux 201の 近 代 語envieuxは 〔avyoe〕 で あ る。

 代 名 詞illorumは,無 強 勢 の語 形 （illum, illamな ど） と の ア ナ ロジ ーに よ って,頭 音 節 が 省

略 され て か ら二 重 母 音 化 して,13世 紀 に は1eurと な るが,テ キ ス トで は 未 だlor 26で あ る。

Senior＞seignor 93（2）, meliore＞meillor 886の 場 合 で も,発 音 は書 法 に先 行 して い る。 同様

に,amor 6, dolor 17, valor 44, honor 64, traitor 124な どは 各 々amore, dolore, valore,

honore,＊traditoreに 由来 す るが,書 法 は 未 だoに と ど ま って い る。 そ の 後, amor（3）を除 い て,通

（17） Buenはbonuの 強 勢形 に, bonは そ の 無 強 勢 形 に 由来 す る。 Buen（buon） は 名 詞 の 前 に あ っ て語 群 を

 成 し,お そ ら く,次 に つ づ く強 勢 の語 に よ って 調 音 の力 が 移 動 した た め に ＊bwonと な り, bonに 縮 合 され

 た ので あ ろ う。 同 様 に,homoは 不 定 代 名詞 的 に用 い られ る と,無 強 勢 とな るの で, hom 115と な るが,

 強 勢形 であ れ ば,huenで あ る 。 Cf. Fouche, Phonet., p.161, pp.354-5.

（1） 自由母 音 の閉 音oは 開 音oと そ の 音 韻 変 化 の過 程 を 異 に す るが,同 じ結果 に 至 る 。奥 舌面 が 上 が り,短

 音 のoは 益 々狭 め られ,ouに 二 重 母 音 化 す る 。 この 傾 向 が 次 第 に強 ま る一方,同 時 に, ouのoはuに 同

 化 され る危 険 に さ ら され た 。 これ に 対 して,oは 次 第 に 異 化 作 用 に よっ て 自 らを 守 り, oeと な り,新 しい

 二 重母 音oeuを 生 じた 。Cf. Fouche, Phonet., p.305.

（2） こ こで は,nの あ とにyodが つ づ い て, nが1世 紀 頃,口 蓋 化 され て か ら,5世 紀 頃,こ のyodが 口

 蓋 音 の 前 に 転 移 し,強 勢 のoが 二 重母 音 化 して,近 代 語 で はseigneurと な る:Seniore＞ ＊senyore＞

＊sein（y）ore＞ ＊seinour＞ ＊seinoeur＞se(i)noe(u)r＞ 〔senoer〕 〉. Cf
. Lanly, Fiches, pp.

 325－7.

（3）Amorが,そ の 後, ameurに 至 らず, amourに な った の は,単 にamoureuxと の ア ナ ロジ ーに よ るの か,

 Amors 439の 如 く,個 有 名詞 と して の詩 的 な用 法 に よ って,古 い語 形 を と どめ る こ とに な った の か,或 い は

 又,接 尾 辞-oremが-eurに 至 らず,-ourに と ど ま っ た南 方 フ ラ ンス語 の影 響 に よる の か定 か で な い 。 Cf.

 Marcel Galliot, Etudes d'ancien francais, Didier,1967, p.147, pp.269-70;Fouche, Phonet., p.307.



常 の 音 韻 変 化 に 従 ってdouleur, valeur, honneur, traiteurに 至 った もの と思 わ れ る。

 後 接 的 に用 い られ る語 で は,無 強 勢 とな る の で,二 重 母 音 化 は 起 こ らな い。o或 い はouと 綴 ら

れ る。

 （Ec）ce-h㏄ ＞ce 69, （il）lu＞1e 75（4）, vos＞ vous 220, super＞sor 335（5）, ubi＞ou

376（6）, ＊por＞ por 498（7）, （il）ｌos＞ 1es 604（8）.

 b） 拘 束 母 音 の閉 音O

 拘 束 母 音 の 閉 音oは12世 紀 ま で変 化 せ ず に 保 持 され た が,13世 紀 中 に 〔u〕に 変 わ った 。 従 っ て,

テ キ ス トで は 未 だ二 つ の書 法o／ouが 現 わ れ,一 定 して い な い。

 Diurnu＞jor 24, Corte＞cort 47,＊justa＞jouste 109, bucca＞bouche 398,＊tottu＞

tout 420,＊totta＞toute 431, dub（i）tat＞doute 563, turb（u）1at＞trouble 724, mo（n）-

strat＞moustre 869.

 Aillors 50の 語源 に は定 説 が な い 。 Aliorsumの 拘 束 母 音 か らは近 代 語ailleursの 二 重 母 音eu

を説 明 で き ない 。 更 に,Foucheは,こ の ラ テ ン語 の語 中 のrsはrがsに 同化 してssと な る こ と

か ら,aliorsumをailleursの 語 源 とす る こ とは で きな い と して, aliusの 比 較 級aliore（loco） が

oの 二 重 母 音 化 に よ っ て ＊alourと な り,語 末 に い わ ゆ る副 詞 のsが 付 さ れ て, aloursか らaill・

eursに 至 る と して い る（9）。

 Fusse 192はfuissemのiが ア ナロ ジ ー に よ って そ のiの 音 色 を 保 持 し, W＋iが 〔u〕に至 っ

た とす る こ と もで き る し,又fussemが ＊fosseと な り,こ れ が,語 幹 に-u-を 持 つ 定 過 去 に倣 っ

て,つ く り替 え られ た と考 え る こ と もで き る（10）。

 閉 音 のoがl＋ 子 音 に よ って 拘 束 母 音 とな る と きは,1がuに 母 音 化 し,二 重 母 音ouを 成 し,

13世 紀 中 にoが 狭 ま り,uuか ら 〔u〕に縮 合 され る。 しか し,書 法 で は 相 変 らずouで あ る。

 Multu > mout 129,  dulce > dous 296, ultra > outre 870.

 c） 閉 音O＋Y

 強 勢 のoに 子 音 を 隔 ててyodが つ づ く とき は, yodが 子 音 の前 に転 移 してoiを 成 し, eの 二

重 母 音 化 に 由来 す るoiと 混 同 され,同 様 の音 韻 変 化 を た どる （本 稿3, a）自 由母 音 の 閉 音E参 照 ）。

従 って,13世 紀 に は 〔we〕 とな る。

（4） （Ec）ce-hoc＞co,（il）lu＞loが 各 々12世 紀 の初 め にce,1eに 弱 音 化 した 。

（5）Superか らは 前置 詞seur 333も 現 われ るが,こ の語 形 がsusu＞sus 522の 影 響 を うけ てsurと な っ

 た 。Cf. Bourciez, Phonet.,§72, Rem.Ⅲ.

（6）Vous, ouの 書 法ouは 二 重 母 音 化 のouと は 全 く関 係 な い 。 強 勢 のoは,語 頭 のoと 同様 に,13世 紀

 にou〔u〕 とな る。 Cf.本 稿6, b） 拘 束 母 音 の 閉 音O。

（7）Porも 近 代 語 で はpourで あ る 。

（8） （Ii）los＞ ＊losがlesに 弱 音 化 した も ので あ るが,1esは 前述 のce, leよ り早 い時 期 に現 われ る 。 Cf.

 Bourciez, Phonet.,ｧ72, Rem. Ⅲ.

（9） Cf. Fouche, Phonet., p.232.

（10） Cf. Fouche, Le verbe fr., p.423.



 Angustia  > angoisse  303(11),  *conoscere  > (re)cconnoistre  314(12),  voce  > voiz  422(13), *con-
osco > connois  802(14).

 俗 間 に あ って は,こ の 〔e〕 はす で に13世 紀 か ら 〔wa〕 とな り,近 代 語angoisse, voixの 発 音

とな った 。一 方,こ れ とは 別 に,1300年 頃 パ リ市 民 の間 に 広 ま って い た 〔we〕 を 〔e〕 と発 音 す る

傾 向 は,現 代 語 に 至 って も,connaitre, connaisな どに そ の 変 遷 の跡 を と どめ て い る。

 Totti（＜toti） ＞tuit 61（15）で は 語 末 のiの 遠 隔 同 化 に よ って, ostium＞uis 473（14）, cogitat＞

cuide 648（17）で はoに つ づ くyodの 影 響 に よ って,各 々oがuに 狭 ま り, u＋yodと な り,

o＋yodの 場 合 と同様 に, uの 硬 口蓋 音 化 の 後,12世 紀 に ア クセ ン トが 可 聴 度 の 高 いiに 移 って,

〔ui〕が 〔wi〕 とな る。

 ＊Conovuit＞connu 422で は アナ ロジ ーに よ ってoがuに 狭 め られ た（18）。

 強 勢 のuに 長 母 音iが つ づ くと き も,こ のiと の接 触 に よ って,uは そ の 音 色 を 保 ち,前 述 の

u＋yodと 同様 の 音 韻 変 化 を た どる。

（11）  Cf. Angustia＞ ＊angossya＞ ＊angoiss（y）a.

（12）Foucheは, kが 先 行 す るsと 同化 して調 音 点 を 前 方 に移 動 し,そ の 結 果 生 じ る硬 口蓋 の 閉鎖 音〔e〕 が

 yodに 変 わ る と して い る （Cf. Phonet., Vo1.Ⅲ, p.816.） が, Lanlyは,語 頭 の或 い は 子 音 につ づ く語

 中 のk＋e,iの 一 般 的 な 口蓋 化,つ ま り, ky＞ky＞ty＞tsy＞ ｔs（y）＞ts＞sに よ って も説 明 で

 きる とす る （Cf. Fiches, pp.126-7） 。 いず れ に して も,こ のyodがs或 い はssの 前 に 転 移 して, oと 二

 重母 音 を形 成 し,そ の 後,次 末 音 節 の 弱 母 音eが 消 失 して,tが 語 中 音 と して 添 加 され た:＊Conoscere＞

＊conoscere＞ ＊conosyere＞ ＊conoysere＞ ＊conoys're＞ 〔konoistre〕 〉 〔konoe(s)tre〕 〉 〔konwe-

 （s）tre〕 〔konetr（e） 〕／ ＊conoskere ＞ ＊conoskgre＞ ＊conoskygre ＞ ＊conostyere＞ ＊conostsyere＞

 ＊conotsygre ＞ ＊conossygre ＞ ＊conoyss（y）ere ＞ ＊conois（e）re ＞ 〔konoistre〕.

（13）Voceで は, kが 母 音 間 に あ って 口蓋 化 してtsyと な り,dzyに 有 声 化 してか ら, yodが 口蓋 音 の前 に

 転 移 してydzyと な り,再 びytsに 無 声 化 して,13世 紀 に はtsのtが 脱 落 し, sも 無 音 化 す る:Voce＞

 ＊votsye＞ ＊vodzye＞ ＊voidz（y）e＞ 〔vwes〕 〉 〔vwa〕.

（14）＊Conoscoに 関 して は
, c＋iと の アナ ロジ ー に よ って, c＋oか ら も現 わ れ るyodがsの 前 に転 移 し

 て,＊conoiss（y）o（Cf. Fouche, Phonet., p 283） とな る とす る説 とscが 軟 口蓋 音oの 前 で 入れ 替 わ り,

 csのcが 歯擦 音 の 前 でyodに 変 化 した と推 定 す る （Cf. Bourciez, Phonet.,§136, Rem Ⅱ.） 説 が 対 立 し

 て い る 。

（15） 語 末 のiはtutti hominesやtutti＊ant（ ＝habent） な どの連 辞 に 於 て, yに 子 音 化 してtuttyと な り,

 このyがttの 前 に 転 移 してtuitと な った:Totti＞ ＊tuti＞ ＊tutty＞tuit＞ 〔tuzit〕＞ 〔twit〕.但 し,

 この 語 形 は 中 代 フ ラ ン ス語 期 に 姿 を 消 す 。Cf. Fouche, Phonet., p.398.

（16）Ostiumはyodの 影 響 で ＊ustiumと な り （Cf. Ibid., PP.416-7）, yodがtを 湿音 化 して, tか ら硬 口

 蓋 音 のsが 生 じる:ty＞ty＞tsy.そ の 後, yodが-sts-の 前 に転 移 し ＊uistsyuと な る。や が て,子 音

 群-sts-のtは,そ れ を 囲 むsに 同 化 して-ss-と な り,外 破 音 のyが 先 行す るssに 吹 収 され, ssはsに

 単 純 化 され る:＊Ustium＞ ＊ustsyu＞ ＊uistsyu＞ ＊uis§yu＞ ＊uissyo＞ ＊uiss（y）o＞ ＊uisso＞ ＊uiss-

 （o）＞ ＊uis＞ 〔uis〕 ＞ 〔wis〕. Cf. Lanly, Fiches, pp.191-2.

（17）Cogitatは,ラ テ ン語 の話 し言 葉 で は,＊coyyitatで あ る。 グル ー プyyの 影 響 でoがuに 狭 め られ た

 （Cf. Fouche, Phonet., p.415）: Cogitat＞ ＊coyyitat＞ ＊cuyyitat＞ ＊cuyitat＞ ＊cu（y）idat＞

 ＊cuidet＞ 〔kuide〕 ＞ 〔kuide〕 ＞ 〔kwide〕 〉 〔kwid（e） 〕Cf・lbid., P・138.

（18）Connuは 語 末 にtが 欠 如 して い るが,定 過 去 の三 人 称 単 数 で あ り,＊conovuitに さか のぼ る。 母 音 接 続

 のuがwに 子 音 化 して か ら,＊conowwitは,語 末 のiの 遠 隔 同 化 に よ って,oがuに 狭 め られ た 一 人 称

 単 数 ＊conowwi＞conuwwiと の アナ ロジ ー に よ って,＊conuwwetと な っ た:＊Conovuit＞ ＊conoww-

 it＞ ＊conuwwet＞ ＊conuw（e）t＞ 〔konut〕 ＞ 〔konut〕 ＞ 〔konu）Cf. Ibid., P.129.



 ＊Ecce-illui＞celui 151, cui＞cui 739,＊illui＞lui 815（19）.

 な お,＊fut＞fu 41,＊furunt＞furent 433は,各 々語 末 のiと の 接 触 或 い は 遠 隔 同化 に よ っ

て,uの 音 色 が 保 た れ た 一 ・二 人 称 単 数fui＞fui,＊fusti＞fu（s） との ア ナ ロ ジ ーに よる語 形 で

あ る。

 動 詞estreの 一 人 称 単 数sui 78は, sumがhabeo＞ ＊ayoに 影 響 され て ＊suyoと な る。uは そ

の あ とに つ づ くyodの た め にoに 開 く こ とな く,〔sui〕 〉 〔swi〕 とな り,語 末 にpuis（ ＜ ＊possio）

のsを 加 え て 近 代 語 に 至 る（20）。

 Ducem＞duc 45は 借 用 語 で あ る。

 d） 閉 音O＋ 鼻 子 音

 開 音 節 の 強 勢 母 音oに 鼻 子 音 が つ づ くと き は,二 重 母 音 化ouの 段 階 で,10世 紀 の 中 頃,先 ず,

第 二 要 素 が 鼻音 化 してouと な る。 次 に,第 一 要 素 も鼻 音 化 し, ouは12世 紀 の後 半, Oに 縮 合 さ

れ,13世 紀 に はoに 開 く。

 Ratione > reson  59(21),  *traditione >  traison 96,  cantione >  chancon 294,  donat > done 
439.

 しかし,フ ラソス語に於て,鼻 子音が外破音となるとき （m,n＋eの 場合）は,oは 中代フラン

ス語期に非鼻音化し,鼻 子音の音韻上の脱落はない:Done〔don〕 ＞ 〔don〕.

 強勢のoが 鼻子音＋子音によって拘束母音 となるときは,oは 二重母音化せず,開 音節のOと

ほとんど同じ時期,12世 紀後半に鼻音化 し,13世 紀には φに開 く。

 Sunt > sont 118,  unquam > onque(s) 131,  *mentionica  >  menconge 595,  mundum  > 
mont 691, *fellones > felons 957.

 否 定 辞nonは,強 勢 形 で は, non 116と してoが 保 持 され るが,無 強 勢 形 で は, nenに 弱 ま

り,や が て,ne 120に 縮 約 され た（22）。

 強 勢 のoは,そ の あ とにyodに よ って 湿 音 化 され た 外 破 音 のnが つ づ く とき は, nの 前 に 転

移 す るyodが この 口蓋 音nに 融 合 して 消 え,oがoに 鼻 音 化 し,そ の後,oに 開 く。 書 法oing

は 消 失 したyodと 湿 音nを 示 して い る:Verecundia＞vergoigne 17, Burgundia＞Borgoin-

gne 18.

 そ の 後 更 に,oは 鼻 音 性 を 失 い,近 代 語 で はvergogne〔vergon〕, Bourgogne〔burgon〕 で あ

る。

 強 勢 のoは,そ れ に つ づ くnが 子 音 （或 い は 語 末 のn） の 前 で は,nの 屈 折 か ら生 じるiと

二 重 母 音oiを 成 し,10世 紀 の 中頃,oiと な る。 そ して,12世 紀 の 中頃 に は ア ク セ ン トが 移 動 し,

（19） Autreの 被 制 格 単 数 の 強 勢 形autrui 958は,こ れ ら の 語 形 と の ア ナ ロ ジ ー に よ っ て つ く られ た 語 で あ る 。

（20） Cf. Bourciez, Phon6t.,§75, Rem.皿.

（21）Ratione＞ ＊raydzyone＞ ＊raidiz（y）one＞ ＊reidzoun＞re（i）dzon＞rezon＞ 〔rezo〕. cf. Lanly,

 Fiches, p.297;拙 論 「古 フ ラ ン ス 語 音 韻 試 論 」 母 音Ⅰ, B,語 頭 のA,e）,注（17） 。

（22） Cf. Bourciez, Phonet.,§77, Rim. Ⅱ.



oeを 経 てweと な り,そ の 後,17世 紀 頃 ま で に weに 開 く（23）。 な お,湿 音nは7世 紀 の 末 頃 ま

で に非 口蓋 化 してnと な る:Cognitus＞cointes 43, punctu＞point 197（24）.

 7.U（ 古 典 ラテ ン語 のu）

 強勢のuは,自 由母音でも拘束母音でも,そ のまま保持 され,8世 紀に調音点が後方から前方へ

移動 し,軟 口蓋音 〔U〕か ら硬 口蓋音 〔u〕に変わる。

 Salute  > salut 398,  darat  > dure 450(1),  adventura  > aventure 544,  exuta  > issue 655, 
 me(n)sura  > mesure 884,  nada  > nue 920.

過 去 分 詞 の 語 尾-utu,-utaに こ の音 韻 の 変 化 が 見 られ る。

 *Decipdtu  >  deceu 159,  *credutu  >  creu 160,  *saputu  >  seu. 329,  *tenutu > tenu 430, 
 *movutu >  meu 508,  *tacutu >  teu 657,  *vidutu > veu 658,  *perdutu > perdu 815, 
 *defendutu  > desfendu 948.

 Nullusで は 二 重 子 音llが 単 子 音 化 し,語 末 の 母 音 が 脱 落 して ＊nulsと な る。 そ の 後,子 音 の

前 に あ る1がuに 母 音 化 し,＊nuusが た ち まち ＊nusに 縮 約 され て か ら, uが 硬 口蓋 音 化 して,

nus〔nus〕119と な った 。

 Adjutet＞ait 773の 場 合 は,母 音 間 のdyが, yodの 同化 作 用 に よ っ て, dy＞yy＞yと

変 化 し（2）,強勢 のuは,先 行 す るyodの 影 響 を うけ て,非 唇 音 化 してiと な り,yodを 吸 収 す

る（3）。

 強 勢 のuに 鼻 子 音 が つ づ く と き も,uはuに 硬 口蓋 音 化 す る。

 Una  > une 1,  *al(i)cunus > aucuns 5,  unu  > un 34.

そ の 後,14世 紀 頃,uはuに 鼻 音 化 し, nが 語 末 と な る か, nの あ とに 更 に他 の 子 音 が つ づ く

と きは,16世 紀 の 中 頃,oeと な り,そ の後,oeに 開 く。 しか し, n,m＋eの 前 で はuはoeに 開

く こ とな く,14世 紀 末 にuに 非 鼻 音 化 す る（4）。

(23) Cf.  Fouche,  Phonet., p. 378. 
(24) Cf. Lanly, Fiches, pp. 263-4 :  Punctu >  *punctu >  *ponto >  *point(o) > *point >  (point)  > 

 [pwen(t)]  > [ pwe].
（1）Durarer＞durer 290の 語 頭 の母 音 は このduratの 如 き強 語 幹 の 語 形 の 影 響 を うけ た 。

(2) Cf.  Fouche,  Phonet., Vol.  III  , p. 909. 
(3) Cf.  [adyutet] >  *ayudet >  *ayut > *ayit >  [ait]. 
(4) Cf.  Fouche,  Phonet., pp. 362, 372, 384.



 8. 二 重 母 音AU

 強 勢 のauは,自 由母 音 で も拘 束 母 音 で も, oに 統 合 され る（1）。 但 し,絶 対 語 末 と母 音 接 続 のe

の 前 で はoは11世 紀 か らoに 狭 め られ,11世 紀 末 か12世 紀 の初 め に は 〔u〕に 変 わ る。

 Laudo＞ Io 70,＊aura＞ ore 84（2）, causa＞ chose 122, aussat＞ ose 314, ＊paraula＞

parole 403（3）, claudit＞ clot 473, claudfere＞ clorre 477, Iaudat＞ loe 487.

 従 っ て,chose, ore, ose, parole, clot, clorreで は 〔o〕 で あ り, lo,1oeで は 〔o〕＞ 〔u〕 と

な り,12世 紀 か らo／oの 対 立 がo／uの 対 立 へ と移 行 した 。 更 に,短 音oは13世 紀 に 〔z〕 （或 い

は 〔v〕） の 前 で長 音 とな りoに 狭 ま る:Ose, chose.

 Tropaut（ ＜tropavit） がtrova 382と な った の は,こ の動 詞 の他 の 人 称 の 語 形 との ア ナ ロジ

ーや
,他 の 動 詞 の 影 響 に よ る（4）。

 子 音 の 前 の1が11世 紀 の 末 頃 ま で に母 音 化 す る と,こ のuと 先 行 す る強 勢 のaと の 結 合 か ら形 成

され る フ ラ ンス 語 のauは,数 世 紀 遅 れ て ラ テ ン語 のauと 同 様 の 過 程 を 経 て, oに 至 り,や が て,

oに 狭 ま る（5）。

 Alteru  > autre 13,  *fallita  > faute 321,  *fallit  > faut 745, assaltu > assaut 956,  falsus  > 
faus 957.

 二重母音auにyodが つづ くときは,両 者の結合がoiを 形成 し,こ れが,強 勢の閉音eの 二

重母音化か ら生じるoiと 同様の音韻変化を経て,13世 紀 に は 〔we〕となる （本稿3, a） 自由母

音の閉音E参 照）。

（1）二 重母 音auは,先 ず,第 一 要 素 が 開 口度 に 関 して 第二 要 素 を 同 化 し, apと な り,次 に 唇 音oがaを 唇

 音 化 す る 。そ の 後,aoのaはoに 同化 吸 収 され る:ao＞ ＊ag＞ ＊ao＞oFoueheに よれ ば6世 紀 以 前

 の こ とで あ る。Cf. Phonet.,p.297, Rem.Ⅲ;拙 論 「古 フ ラン ス語 音 韻 試 論 」,母 音 Ｉ,B,3,語 頭 のAU。

（2）Oreは 指 示 詞 に強 勢 の あ るhac horaに さか のぼ る。 Horaのoは,そ の 第 ニ ア クセ ン トを 失 い,短 母

 音oと な る。そ の後,＊agoraが ＊aoraに 移 行 し,弱 母 音oが 次 第 に狭 め られ て ＊auraと な り,oreに 至

 った もの と推 定 され る。Cf. Ibid., p.166. Illa hora＞1ors 359の 場 合 も同 様 で あ る。

（3）Foucheは,古 典 ラ テ ン語parabolaの 母 音 間 の-b-は,狭 窄 音-β-か ら両 唇 音-v-に 変 わ った 後,唇

 軟 口蓋 母 音 の 前で-w-に 弱 音 化 し無 音 化 す る と推 定 す る （＊parabola＞ ＊paraula. Cf. Fouche, Phonet.,

 Vo1. Ⅲ, p.619.） が, G. Raynaud de Lageの 如 くparabola＞ ＊parabla＞ ＊paraulaと し,次 宋 音 節

 の 無 強 勢 母 音 の脱 落 に よ っ てparaulaを 説 明 す る こと も で き る （Cf. Manuel pratique d'ancien francais,

 Picard,1968, p.106.） 。

（4）Tropautは 音 韻 論 的 にはtrovo＞trovoか ら,近 代 語 で はtrouvouと な る はず で あ った が,初 め か ら

 trovaと な っ た のは, a＜ ＊at＜habet, as＜ ＊aes＜habes, avez＜abetis×-atisの 影 響 や, ai＜

 ＊ayyo＜habeo, as＜ ＊aes＜habesとtrovai＜tropai＜tropavi, trovas＜tropastiと の 釣 合 に準

 ず る も ので あ る:Ploravit＞ploraut＞ （re）plora 630, inviavit＞inviaut＞envoia 685. Cf. Fou-

 chi, Phonet., p.297, Rem. Ⅲ.

（5） Cf. Ibid., pp.299－300.



 Gaudia＞joie 9, pauci＞poi 55（6）, audiat＞oie 437.

 強 勢 のau＋ 鼻 子 音 に 更 に 子 音 が つ づ くと, au＞oは 鼻 子 音 との接 触 に よ ってoに 狭 ま り,o

に 鼻 音 化 して か ら,や が て,oに 開 く:＊Faunt＞font 8,＊aunt＞ont 719（7）.

（6）Poiは 古 フ ラ ン ス語 で は,中 性 単 数 と して 《peu》 の 意味 で用 い られ るが,ラ テ ン語 で 常 用 され た 男性

 複 数 形pauciを 基 点 と して 説 明 され る （Cf. Ibid., p.310;Lanly, Fiches, p.252.） 。 Pauciのkはiの 前

 に あ って 破擦 音ky＞ty＞tsy＞dzyと な るは ず で あ った 。 しか し, paucu＞ ＊powoと の ア ナロ ジ ー

 に よ って,6世 紀 頃,powiと な った と推 定 され る。 唇 口蓋 子音wは 軟 口蓋 母 音oとiの 間 に あ っ て無 音 化

 し,poiの 語 形 を 成 した。 そ の後,oはoに 狭 ま り 〔poi〕 とな る 。 な お, paucu＞ ＊powoは ＊pow（o）

 か ら 〔pou〕 ＞ 〔p（oeu〕＞ 〔p（oe〕と変 化 して, peuと 綴 られ る。

（7）＊Facunt＜faciunt,＊habunt＜habent×suntの 母 音 間 のc,bが 脱 落 して,語 末 音節 のuが 先 行 す るa

 と二重 母 音auを 成 した 。


